
Title 動態経済学と物価指数
Sub Title
Author 鈴木, 諒一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1947

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.40, No.2 (1947. 2) ,p.89(39)- 95(45) 
JaLC DOI 10.14991/001.19470201-0039
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19470201-

0039

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


、
‘

顏
營E

主
化
に
關
す
る
若
干
の
考
察
パ
-

‘ 

,

':
V

-
 

く
 

\
 

.

.バ
ミ
八-

(

ん
八

〕

.

を
要
す
る
問
擺
で
あ
ら
ぅ
。
最
嚷
に
.結
論
と
し
て
な
ル
ダ
ー
■

ス
ト
ン
^

^

•

が
前
項
の
調
齑
を
行
つ
た
後
に
將
來
本
制
度
を
f

す
る
に
つ 

い
て
生
锡
肢
理
どA

て
擧
げ
T -

ゐ
.

る
と
こ
ろ
，の
^

-

の
を
以
下
に
紹
介
し
で
親
き
た
い
^

考
へ
，る
。 

、

~

 

'

:

1:;
1

^

>.
<

D襲
：：

の

擊

，

く
"
同
坐
活
费
に

一
致
す
'
る
も
ひ
た
る
こ
^

10
> 

,
' 

■ 

" 

.

,

一
一
、
分
配
せ̂
^

る
利
澗

-

は
規
金
で
は
な
べ
勞
働
者
の
將
來
の
安
全
す
る
爲
め
の
基
金
と
な
す
べ
き
で
あ
る

。

.

’

.

三
、
以
上
に
よ
つ
て
設
定
せ
ら
れ
た
資
金
は
"

經
營
者
と
勞
働
者
に
ょ
ろ
て.®
同
的
に
信
託.
せ
ら
れ
、
營
理
甘
ら
れ
る
こ
と
。•

-

四
、
基
金
の
主
要.部

分

は

薦

銀

行

の*«
へ
る
如
き
か
法
を.
以
ク
て
運;1
]

し
、
龠
社
O'

普
通
株
に
は
投
資
せ
ざ§

〕

と
o
 

*

'述
::
;
>

巍
:«

渚

淑

进
-*
_

:̂
'

凝
::
<
2
>織
菊
ポ
_

策
基
余
靜
_

6'

_

免
傳
分
*;
_
:
は
^

^

の
猶
_

^

CD
#

養

を

屢

賽

_

聖

戰

_

_

灌

_

酵

芻

■

霞

甚

奮

■

海

_

妻

霞

し

、
_

ーを：|:
'

_

.

v:
:

tf

自
養
；：
2

^

ぞ

衝
:1
>

得
暴
、_

_

九)

：.；啟

(

往
十
九〕

w

g.
cu
g

p

g3-
?

 

I
b
i
d
.

 

p
p
t

 

6
0
6
1
.

動

_

.

_

:

濟

€

と
轉
^̂撥
數

鈴

木

r w v

'.•
:.v
;親
代
.の
.物

攝

數

論

が

旣
.に
.原
东
論 

を
越
へ
、
選
擇
の
理
論
に
立
脚
せ
.る
函
數
論
的
物
價
指
數
論
の
領 

域
に
造
發
展
し
1

ゐ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
.
で
あ
る
が
"

而
も
共
，
 

の
多
く
は
、
ラ
ス
パ
ィ
レ
ス
式
、
パ
ー
シ

H

式
、
エ
ッ
デ
ヮ
ー
ス

-

式

に

單

に

，
經

濟

學

的

な

意

味

を

賦

與

す

る

に，止
ま

り

、

新

な

近

似
 

筇

式

^

;

し

て

居

る

ゎ

け

で

は

な
V

。

又

、

此

の

画

數

論

的

物
 

;
: »

指

^

1

0
戡

礎

-.
'
1
:獲
つ

ザ

居
3

猶

濟

理

論

は

逮

太>1
/

職

靜

调

满

.
：
：
。 

，
衡

迦

論

で

あ

ね

'

無

差

別

線

そ

の

も

の

に

重

き

を

置

い

て

居

る

の

i :
_

っ
：：

B

1

;

■

镊

張

馨

形

狀
_

_

f

:

通

れ響
：：

る

と

こ

ろ

は

ガ

い

。

少

く

と

も

、
-

資

本

理

論

と

結

合

ぜ

る

動

的

均
 

•
衡

理

論

を

前

提

と

す

る

限

ぶ

、

こ

の

支

出

®

張

線

の

形

狀

如

何

に
 

よ

つ

て

新

故

る

画

數

論

的

物

價

棍

數

論

の

迤

礎

が

與

へ

ら

れ

る

、
^

と

に

な

ら

う(

動

磲

の

問

題

と

，
し

て

、

特

に

注

意

す

べ

き

こ

と

は

ノ

支

出

瓦

が
 

不

變

で

は

な

く

て

、
.變

化

し
# .

•る

こ

と

で

あ

る

。

今

"

單

位

主

體
 

が

總

支

出
E

を

投

じ

て

、

ニ

財

入

を

!®
入

す

る

も

の

と

し

、

入

り
 

の

價

格

を

夫

々

P
K

P

と

す

れ

ば

ノ

無

差

別

線

に

關

し

て

次

式

が
 

成

り

立

つ

。

，

 

,

へ

靜
態
に
於
て
は
、
總
支
出
远
は

I
,

定
で
あ
る
か
ら
、

x
d

が
變
化
し 

:

;

^

>

./
>
-
_

妒
；五̂
:

代
替
的
な
作
钳
免
起:1
/

^

<

?

に
：過̂

故
ぃ
-

1

 

ち
靜
態
に
於
け
る
支
出
擴
張
線
の
方
程
试
は 

p
h

+
p

v
d

f

 

0

 

, 

(
2
)

 

* 

. 

と
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
動
態
に
於
て
は
、
E

が
一
定
A

あ
る 

必
要
は
な
い.
。
而
し
て1

、
こ
の.
こ
と
こ
そ
、
物
價
指
數
論
の
屯 

心
題C

I

で
あ
る
箸
で
あ
る
。气

グ

专

丈
變
作
す
れ
ば
、
.

，そ
の
結. 

:

 

、

，
ノ

三
‘
.

九
' 

' 

(

八
九)

,

城く匕
h }?J_
ダぐ;

ii-i
Ifノバれ:

|
な

IS
I

1|

{；
|f；

丨レ
 

vrl 

J
 
If
 
/yy 
r
s
j
- 

„ 

ij,,
 

j 

;

*
|

避？̂

^



動
態
經
濟
學
表
物
擅
指
#

:

、：

ぐ

.

，：

、：

メ- 

' 

- 

-

'

.: ::

,

架
と
し
て
^

^

^

^

丈
變
化
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、動
態
に
•於 

て
姒
§

:

の
狀
办
に

(3
)

式
を
得
べ
き
で
'
あ
&
。 

. 

, 

. 

■
,

PHr十
^

JdfdE 

(3)

V
而
し
て
、■
交
換
が
行
は
れ
る
た
め
に
は
'、

當

然

、(!
)

式

の

成

立

を
' 

:
:
:要

ォ

本

沢

右̂
我

：々

啟

分

祈

の

基

礎

：象

を

方

程

式

ホ

(1
)

及

巩
(3
)
.
:
'
.

:

で
あ
る
.。
(1
)

(3
)
.
か
ら
§

^-

消
去
す
れ
ば
、
<
.
_ 

. 

八
.

.

f

 

♦

ザ

ホ

.

.

:

:

S

-

■

.
.

此
、の
式
がt

般
に
、14
^

殳̂

め
場
合
に
成
り
立
ち
得
る°
#

し
3

is

ち
に
I
こ
の
.式
か
ら
、
從
來
の
物
價
指
數
の
篼
式
を
批
判
し
、
 

.ょ
ぅ
と
し
て
も
、
未
だ
に
動
態
均
衡
の
方
程
式
が
敗
へ
ら
れ
て
居； 

.

る
ゎ
け
で
ば
な
い
.

ら
'

從

來

，の#.
式

以

上

に

出

る

こ

と

は

出

襄 

.な

い

。

換

言

す

れ
.ば

⑷

に

於

て

は

、
：

f

態
均
衡
も
動
態
不
均
衡
も
.

: 

共
に
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
均
衡
論
的
分
析
の
立
場
に 

立
つ
腿
々
、
我
々
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
從
つ
て
一
つ
の
假
{
疋
を
立
て

,
 

狳
々
に
綏
和
し
て
行
く
方
法
を
と
ら
ざ
'る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

其
處
で
、
第
一
着
手
と
し
て
、
完

全

流

動

均

衡

の

場

合

即

も
' 

還
^

の
各
增
加
取
が.導
し
.

べ
、
比
例
牲
の
條
仲
が
充
：さ
れ
て
居
：る

.

：， 

場
合
を
見
、
次
に
、
X

に
關
す
る
>
?

の

彈

カ

性

が

一

定

な

る

場

.合

• 

を
と
き
、
、
發
後
に
等
比
級
數
的
累
锫
過
程
の
場
合
を
論
じ

i

う
。

-

四
'〇 

' 

ハ
九0

)

流
動
均
衡
と
は
、
ビ
グ
ゥ
に
侬
て
創
始
さ
れ
た
概
念
で
あ
つ
て 

:答
«

^

处
需
输
率
4

撕
給
率
と
^

均
等
^

其
の
^ .

容
之
す
る
。
併
.
 

し
、
此
處
で
は
、
更
に
肌
の
條
件
を
伽
へ
て
、

.dx 
n 

t
e
, 

n
n1̂
-
? 

(f)

•
 

-
 

s 

' 

,

y

■ E

と
假
浚
す
る
‘。
こ
の
場
合
に
は
、
.

當
絡
の
こ
と
、
し
て
、
比
例
性 

の
條
件
が
充
さ
れ
從
づ
■て
ラ
ス
パ
ィ
レ
ス
式
を
上
限
と
、し
、

パ
*1

シ
二
式
を
下
限
とし
た
。

物
價
水
準
の
算
式
を
認
め
るこ
と 

が
出
來
る
。
併
し
問
題
は
更
に
發
展
す
る
。
流
動
的
均
衡
の
；

2

容

■

ニ

震
•

貯
蓍
_

資

篇

銜

袭

七

：
'

■

的
均
5

:權

が
含
ま
れ
て
居
る
。
從
つ
て
、E

を
以
て
一
般
財
？
^
を
說
淥
と 

考
へ
れ
、は
、
貯
蔷
と
投
資
と
が
均
等
に
な
る
た
め
！

i

は
、
限
界
消 

费
性
向
は
％?:
る
こ
と
を
耍
す.
る
。
卽•
ち
、
、次
式
が
成
り
立
つ
。

.dy 
H
. 

d
s
.
 : 

(6.V 

一
 

パ

而
し
て
に
の
場
合
に
は
、p

x
w

の
騰
貴
率
が
‘等
し
く
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。
さ
ぅ
す
れ
ば
、
 

.

(

r»
+

罗)
a
;
) 

、

\ 

dE AVV 
十 ps'dx マ

ぐ、

と
な
る
、
$

と
2/

と
が
完
全
に
均
衡
で
な
け
れ
ば
、
貨
胳
的
均
衡 

は

成

玖

立

知

難

，ぃ
？
：

{6
)

武

に

：
.對

し
«

分
|

が

存
«

する場合に

.
'

は
、
{

元
全
均
衡
で/
は
な
い
。
最
も
簡m

な
場
合
ば
、'go

?

とg

ぜ
と
が 

相
等
■

し
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の^

き
(̂
)

は
(8
)

の
形
を
と
る
。

ン 

E
=
2yv 

dE"2pxd

s', 

(8y 

こ
の
場
合
、g

の
贫
り
立
つ
と
否
と
に
枸
は
ら
す
、
時
點
0

に
於 

け
る̂

^

貨
0-
*

ー
寒
ど>
'

_

點
ズ̂
:

於
^ :

石

洛

脒

貨

の

：
置

：
^
.
:
と 

時
點
1

に
於
け
る
各
財
貨
の
赞
、
Q

と
の
比
は
凡
て
等
し
い
。

(

而 

し
”

て
、
M

に
貨
胳
的
均
衡
の
條
件
を
一
般
に
獷
げ
て
行
け
ば
、
流 

動均衡の各條件しては

、

' 

,

n

n
 

(

^

1
 

1

,

^

1

屮

な

名

こ
- ^

が

必

耍

，
と

な

る

)

.
其
處
，

で
、
幕
的
均
衡
の
條
件
と
し
て
は
、
支
出
擴
麗
は

,
2
/

兩
軸 

:

に
；
對

し

：
四

十

5:
;

度

.1
£

の
«

斜

翁1
0

-

敷

線

於

_

る

が

ら

印

お

限

東

;
:ス
；.。ハ.
.̂

レ
ぃ
ス
式 

一
致
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
®

ち
、
フ
イ
々
シ
ヤ
ー
の
观
想
式
か 

又

はH

ッ

デ

ス

式

を

採

相

す

る

の

が

適

當

で

あ

る

。

併

.^
、
完
 

全
な
る
均
衡
に
於
て
は
、
こ
ひ
喊
式
は
ー
致
す
べ
き
で
あ
る
。

而
し
て
、
こ
の
兩
奪
が
一
致
す
れ
ば
、
ラ
ス
パ
イ
.

レ
.ス
式
と
パ
ー 

シ
エ
，
豸

が

ー

，致

す

る

。

何

と

な

れ

ば

、

 

.

,
M

(

^

+

g

o

y

_ 

_ 

/

M

s

e

i

M

^

p

l

 

' 

'

M

f

 

l
c
—
y

 

M

引
'

2

到

に

於

て、

t dq
o

p
L

A
l

 

M

§

o

=

o

M
§

l

=

b

.
* 

: •
.
.■•
-
 

\ 
へ,

.

.

.

.

.

.

"着
：：

メ
：
.

：w:
響
^
^

と
を
け
ば
、
 

' 

{B 
士 
Dv 

B 

D 

、

T

4

+

^

F

I

 

叫
 

H

 

,

此
ヲ
解
ケ
バ
3

"

择

又

ハ
>

a

&

o

卽
チ
、

丨KJ
i

 

■ 

丄

系

へ 

M

i

l

,

.
 

M

i

 

M

i

 

^

 

y
 

M

l

 

I

 

M

l

 

‘

前
の
場
合
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
式(

從
つ
て
ヱ
ッ
デ
ワ
ー
.ス
式

)
の
値 

■V
;

:

一：

が
：： 1
:

办

：
る

避

き

か

物

慎

水

準

が

不

變

：
の

#-
合

で

あ

っT-
_、
經
濟
理 

論
的
5;

は
、
靜
態
が
紲
、持
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
か
ら
、
此
處
で
は 

.

へ
間
題
ど
す.̂
;

に
足
®

な

；

咬
：：

而

レ

て

表

，
ス
バ
イ
レ
ス
式
ゑ
。ハ
ー
シ

H

式
が
一'
致
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
f/
0 

と
<7
1

の
雄
が
一
定
な
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
を
ゥ

H,

イ
ト
と
す
る 

も

、、'

結
^

は
不
變
で
.

あ
る
と
一K

ふ
こ
と
か
ら
.
も
、

.

考
へ
ら
れ
る
の 

—

で
あ
る
。
、而
し

て
、，
完
全
均
衡
が
維
持
さ
れ
て
居
る
場

八
：！

に
は
、 

か
く
の1
如

ス

で
あ

る
が

、
均
衡
に
成
り
近
い
場
合
に
は
、
我
.々

は 

^
<

v
<

v
,

か
ら
一
歩
を
進
め
て%

<
v

<
^

と
置
く
こ
と
を
得
勿
で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
、
後
の
式
の
方
ガ
卩
の
限 

.

_

界
は
遙
か.
に
狹
く
な
る
の
で
あ
る。

’ 

.

次U
、

0>
.

に
關
す
る
以
の
彈
力
性
が
一
定
.

の
場
合
を
考
へ
る
。 

郎
ち
、

,

、
，

-

,

,

 

四1

.

.
•(

九
！)

 

t



‘
 
,，•

歡
經
濟
學
と
慠
價
指
數
、

，
' 

‘
, \
:

,

啦

•
十

：…

.…
…

-

S 
,
 

V

 

t

媒
げ
、
ノ
 

‘
2/
=
^

今 

，
0
-
0
)

 

- 

§

ミ
0

、

^

^

_

 

- 

而
し
て
文
次
の
如
く
假
觉
す
る
。^
J

n

A

P

^ o 

從
つ
て
⑴
に
代
入
す
れ
ば^

ぜ
^

+|
0

罗

x
=

E

(3
)

に
代
入
す
れ
ば
、a* a, 
S 内

"IPX  

Q+
f
^
l

b
H
o上)

.

此
處
で
、
a?

,
に
關
す
る
左
の
彈
カ
性
が;
定
と
し
、 

せ
ば(

13)

式

か

ら

- 

-

ノ

n
j

(

1 3
X

1 4
-

)

か

ら

:

ド' 1—

丨tx
f

IM

A
X
B
—

C
)

O

JB—C

穿

2

と
な
る

0

此
の
場
合
一
般
に2
を

常
數
と

す

れ

ば

、

E
i

«

. 

,

';
、
.
，
？
 

'

^
I
n
u
Q
. 
f
i 

: (

i
c-
7

-
,

-Jc/O'.

一...
さ
 

*

.
;
-
.

^  ^  p  ^  
I  s  K ご

で
表 •

へ

と
な
る
。

'

共
處
で
、
支
出
鑛
張
線
は
、
も
は
や

x
y

軸
に
對
し
四 

十
五
度
の
倾
斜
を示
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
物
惯
變
動
の
限
界 

式
と
し
て
用
ふ
べ
き
、
フ
ィ
ソ
ジ
ャ
I

式

、
エ
ッ
へ
チ
タ
ー

ス

式

^

は

C：

九
ニ
-

)

，

、
何

等

か

の

修

JK

を

施

こ

さ

ね

，ば

な

ら

な

い

。

併
し
、
成
の
前
に
、

な
る
假
定
を
撤
去
す
る
と 

何
**

が
起
■

る
か
を
'
見
ょ
ぅ
。
今

,
^

=
i

9

 

十

？

酶

變
.

.

.

.

.

.

(
1

7
)

，
と

す

れ

ば

、
P

l
/
U

Z D
A
P
O
Z 

' 

<
J

5
7

=
p

i

 

各

十
^

^

S

K

 

二)

 

い

,

s
?
o
^
y 
1
%
J 

广、

ム=

• 

J

IIB
U

,

H
i 

'
.
^

I
 
o

 

\
 

.
 

.
 

•

f

 

s

o l
f

 

,
 

, 

‘

，と
な
り
、
結
果
は
同

一，で
あ
る
。

‘ (

16)

式
が
成
り
立
0 .
條
件
は
、
.：
 

’

队
を
常
數
と
見
得
る
か
否
か
で
あ
-

つ
て
、
常
數
と
見#.
る
な
ら
ば 

(

16)

式
が
成
i

JJ
L

，
つ

が

一

般

に

は

成

り

立

ち

難

い

0

:

も

し

、
，:
.
. 

d
p

H
'

 

d
x

 

i 

s

成
り
立
つ
。

な
る
場
合
に
は
、(S

)

式
の
代
り
に(

18
.

)

式
が

、

§

此

，
の

場

合

に

は

、

も

は

や
比
例
性
の
前
提
は許
さ

れ
雛
ぐ
、
ラ
ス 

パ
イ
レ
ス
式
を
上
限
、
パ1
'

シH

式
を
_

下
限̂

す
4

代
'

り
に
、
近

似
的
に
、

■ 

' 

, 

(p
£
)2

 v
-

p

 

V (P
2
2

 

.

と
し
.

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ.ら
ぅ
。

；

. 

，
；
. 

；

；

■

(

10)

式
が
成
り
立
つ•
場
合
に
は
、H

ッ
'
デ

ヮ

ー

ス

式

の

忉

趴

に 

軍
に
ゥ
ユ‘
イ

ト

、を
施
こ
さ.
ね
.

は
な
ら
ぬ
。
所
で
队
に
對
應
す
る
初
，
 

期
條
件
に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
る
常
數
は
A

で
あ
る
か
ら
、(

15)

式 

を
恶
準
と
し
て
、
修JE
d

ッ
デ
ヮ
ー
ス
式
を̂
^

れ
ば
、
次
の
如 

く
に
な
を
。
 

;

,

’

p
h—

 

X

K

(

to
l

o)

^
i

lk
l

o
i?〕

pl

で
あ
.

り
、.
：
ワ
イ
'
ッ

シ

ャ

.

1

式

に

相

當

す

，
る

も

.

の
は
、

.

.

*

!

 

1

0

^

0

(

20)

で
あ
る
。
而
し
て
パ
ー.般
に̂

>

^

と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、 

^

v

p

v

'

と
遛
く
こ
と
が
出
來
ょ
ぅ
。

特
に
完
金
均
衡
に
於 

て
は
0

=

1

で
あ
る。

, 

I 

/

叉(

i8)

式
を
前
提
と
す
る
場
合
に
は
、
，

-

-
V

I

M

.

§

l

o

f

f

§

&
 

. 

、v 

、

' 

”

I

M

ot
c

^

)

^

H

^

W

î
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